































































　三上七十郎は，安政4年（1857） 5 月 6 日，その三上家の二男として誕生し，大正11年（1922）












　アメリカ東インド艦隊提督ペリーが軍艦 4 隻を率いて神奈川・浦賀に来航したのは，この 4 年前，
嘉永 6 年（1853） 6 月 3 日である。翌年，再度来航したペリーによって日米和親条約が結ばれ，







































































































































































16 『朝日新聞』（大阪）明治11年（1878） 3 月22日。
















































































































　この後の三上の足跡は岐阜県で見出すことができる。明治15年（1882） 3 月 4 日， 5 日に岐阜
県山県郡高富村（現・山県市）で開かれた政談演説会で広瀬重雄ら 8 人とともに登壇している。三
上の演題は，「施政ノ針路」，「国威ノ振ハサルハ金貨ノ欠乏ニ起ル」，「国会ノ三時期」だった26。













































































































































































































































































































































































































































発 行 さ れ た の は， 大 正 7 年（1918）12月。
その 3 年余り後，大正11年（1922） 2 月 9
日に三上七十郎は死去する44。死因は胃癌だ
44 『東京朝日新聞』（大正11年〈1922〉 2 月11日）に三上七十郎の死亡広告が出ている（本文図版。三上
八十八は本文中に何回か登場した七十郎の実兄）。また，雑誌『武蔵野』第 5 号（大正11年 4 月刊行）の
「会員逝去」欄に「三上七十郎君」として掲載されている。
68
った45。
45 三上七十郎の，いわば社会的生涯を追ってきた本稿では，私生活にかかわるエピソードにはまったくふ
れていない。書くべき「材料」がないというのが実際のところだが，本文でたびたび参照した志木市の郷
土史家神谷健吉が直接聞いた三女の話を記録しているので，少し紹介しておく（神山，前掲「自由民権運
動家としての三上七十郎」 7 頁）。日本橋蛎殻町の自宅八畳の書斎は漢籍で埋まっていた。酒はまったく
口にせず，自分だけでなく，他人にも厳格だった。散歩が好きで，朝 6 時に起き，自宅から千住あたりま
で杖を手にして出かけ，帰宅すると鉄道唱歌を口ずさみながら冷水摩擦をするのが日課だったという。
